
 

 

千里金蘭大学大学院 

 

使命・目的（大学院学則第 1条） 

千里金蘭大学大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を極めるとともに、高度の専門性

が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、社会・文化の進展に寄与することを

目的とする。 

 

教育目的（大学院学則第 4条第 2項） 

看護学研究科では、学部段階の教育で養成された看護学分野の基礎的かつ基本的な資質能力の習得を前

提として、専門性の一層の向上を図るための深い知的学識の涵養と基礎的な研究能力を培う教育を通じ

て、高度の専門性が求められる看護活動を担うために必要とされる理論的かつ実践的な能力及び看護実

践において創造的な役割を果たすための応用的な能力を有する看護職者を養成することを目的とする。 

 

 

三つのポリシー 

１．学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

看護学研究科修士課程では、教育目的を踏まえ、学位を授与するに当たり、修了までに身に付ける

べき資質や能力を含めた学位授与の方針を次のように定める。 

 

（１）保健・医療・福祉を取り巻く環境の変化、国や地域による健康づくりへの取り組みの理解及

び看護実践の基盤となる幅広い知識や能力を修得している。 

（２）看護実践に対応する論理的な知識や知見の深い理解とともに、根拠ある看護実践を展開する

ために必要となる高度な専門知識や能力を修得している。 

（３）看護の対象の特性を加味したうえで、看護提供の複雑性を認識しながら対象者のニーズに応

えるための看護実践に関する知識と能力を修得している。 

（４）看護実践の場で生じる諸課題を科学的に探究し、その成果を看護実践の質の改善や向上に活

かすための研究手法に関する知識や能力を修得している。 

 

２．教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

看護学研究科修士課程では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を備えた人材を育成するため、次

に掲げる方針に基づいて、教育課程（カリキュラム）を編成のうえ、実施する。 

 

（１）保健・医療・福祉分野における諸課題や医療系人材の役割及び健康推進や健康支援のあり方

など看護実践の基盤となる知識の理解を深めるとともに、論理的・実証的な考察力を高める

ための科目群を設ける。 

（２）患者の主体性を尊重したより良い看護サービスの提供とともに、対象者の病状や病態の状況

に応じた看護ケアを効果的・効率的に提供するための論理的知識及び観察力や判断力を高め

るための科目群を設ける。 

（３）様々な健康状態や多様な場で看護を必要とする人々へのより良い看護サービスのあり方や、

看護に対する批判的検討ができ、患者の症状の変化や状態に応じた的確な看護判断と適切な

看護技術の提供ができる能力を高めるための科目群を設ける。 



 

 

（４）看護実践を質的・量的な側面から扱う研究手法や、看護実践に係る諸課題を探究するための

研究計画の立案や批判力、論理性、表現力及び看護研究における倫理的配慮に関する理解を

深めるための科目群を設ける。 

 

３．入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

看護学研究科修士課程では、上記教育目的のもと、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める人材を育成するために、次に掲げ

るような学生を求める。 

 

（１）看護学分野に対する強い興味と関心並びに学修意欲を有している人。 

（２）看護学分野の基礎的な知識及び基本的な能力と態度を有している人。 

（３）物事を多面的かつ論理的に考察し、適切に判断することができる人。 

（４）自分の考えを的確に表現し、相手に確実に伝達することができる人。 

 


